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p ＿293　　 緊急頚管縫縮術後の 予後予測 に おけ

る腟鏡 負荷頚管長測 定 の 有用性
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［目的 ］頚管無力症 に 対 する 緊急 頚管縫 縮術後 の

予後予測 におけ る腟鏡負 荷頚管長 測定 の 有用性に

関して 検討する こ とを目的とした ． ［方法 ］平成

9 年 3 月 か ら平成 10年 9 月ま で に ， 胎胞形成後に

緊急頚管縫縮術 を施 行 した i頚管無力症 11例を対象

と した ．経膣超 音波断層法 に よ り、 子宮頚 管 の 閉

鎖部分 の 距離を測定 し頚管長 と した ．頚管縫 縮術

後 7 日 以内 に，まず初め に経腟プ ロ
ーブ の みを腟

内に挿入 して頚管長を測定 し，次 に 腟鏡を装着後

経腟 プ ロ
ーブを直視 下 に 外子宮口 に 当 て て ，頚管

長を測定 した．　（腟鏡 負荷後 頚管長 ／腟鏡負荷前

頚管長） × IOO を頚管短縮度と し，75未満を腟鏡負

荷試験 陽性 とした ．また，頚管縫 縮術直前と術後

7H 以 内 に 頚管 内癌 胎児性 フ ィ プ ロ ネ ク チ ン

（ffn）を測定 した ． ［成績 ］91例 中 5 例が早産 ，

6 例が 正 期産 とな っ た，術後腟鏡負荷前頚管 長 は

早産群15．4 ± 8．5mnta，正 期産群 19．0± 8．9mm と差が

なか っ た が ， 頚管短縮度は正 期産群9α 5 ± 10．2に対

し，早産群 で 612 ± 20．8と有意 に （p 〈 O．05）低値

で あ っ た，頚管短縮度と分娩週数の 間 には有意な

正 の 相関 （跨 O．72，p＜ e．05 ）が 認め られ た．早産

に 対する術前 ff皿 の sensitivity ，　 specificity ，　 PPV ，

NPV はそれ ぞれ 40％ ，
60 ％，50 ％，50 ％ ，術後ffll

は そ れ ぞ れ 60 ％，8  ％ ，75％ ，67％ で あ っ た の に

対 し，腟鏡負荷試験 で はそれ ぞれ 75％，83％，75

％ ，
83％ と高か っ た ．　 「結 言侖］頚 管無力症 に 対す

る 緊急頚管縫縮術後の 予後 の 予測 に お い て は，頚

管長測定 の み で は 無力 で あり，腟鏡負荷頚管長 測

定が有用 で ある こ とが示唆され た．ま た，腟鏡負

荷頚管 長測定 は ffn測 定 よ りも有用 で あ る こ と が 示

唆 され た．

　［圏的】細 胞 外 マ トリッ ク ス を構成す る グリコ サ

ミノグリカ ン（GAGs ）の う ち，低分 了
’
化 し た ピ ア ル

ロ ン酸〔HA ）は 炎 り「1覡 象 を介 して 頚管熟化を惹起す

る こ とが 知 られ て い る．しか し，ILへと共 に 子冨頚

部 の GAGs の 卞要成分 で ある コ ン ドロ イ チ ン 硫酸

（CS）の 頚管熟化 に 対す る役割は ほ とんど解明され

て い な い ．子 冨 頚管 熟化機構 に 〔二Sが関与する か否

か を 明 らか にす る，こ と を本研究 の 団的 と した．

　【方法】妊婦50人（切迫早産6f列，満期以前19例，満

期 9例，分娩第1期 16例）お よび非妊婦 7入 よ り，本

研 究 に供する こ と の 同意 を得 て 頚管粘液を採取

し，頚管粘液中CS濃度を 商速液体ク ロ マ トグ ラ

ン ィ
・一

に て 測定 した，ま た，分娩第 ［期鮮 の 頚管粘

液 2検体を用 い，外因性CS の 1圦 低分 f化酵素

（目AaSe）活注 に 及ぼす影響に っ い て 検討 した．

11Aase活牲 の 測定 に は 蛍光標識巳 へを基質 と したゲ

ル 濾過法を用 い た．　 ［成績】   切迫早産 に お い て

頚管粘液中CS 濃度 は 満期以前お よ び満期群 に 比較

し有意 に （p ＜ O．05）高値で あっ た，一．・
方J 満期 の

分娩第1期で は 頚管粘液 †ICS 濃度 の 有意 の 上昇は

認め ら れな か っ た．  妊娠時 σ，cS 異性体別 の 濃度

で はコ ン ドロ イ チ ン0硫酸（COS）および4硫酸（C4S）

が高 く、6硫酸（C6S ）は低 か v た ．  外因性 の CS は

頚管粘液中比へa黔 活性 を濃度依存性 に 抑制 した ．

抑制能 は C；6Sお よ び CJ4Sで 高 く，20mg ／m ［の 添捜

で HAase 活性は コ ン トロ ー．ル の 80 ．
ユ00 ％抑 帯1さ れ

fこ．　プよ才3，　CoS しりIIノ疑 lse ミ雷1生壬看1缶U甫旨｝まf也σ，CSIこb匕
し低か っ た．　【結論】CS、主 に C4S は切迫 早産 に

お い て HAase に よ る HA の 低分了化 を抑制す る こ と

に よ り，頚 符熟化 を抑制 して い る こ と が は じ め て

示 「唆され た．
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